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度曲線を作成することが困難であった。そこで、MAXI/GSCの点源形状関数（Point Spread Function） を用いたイメージフィットを用いた
光度曲線作成プログラムを開発した。ここではベイズ情報量基準を用いたモデル選択によって、混入天体の選出を行った。2009年8月か
ら2014年8月までに発生した可視光新星40天体について軟Ｘ線突発現象の探索を行った結果、有意なシグナルは検出されなかったが、
重量級白色矮星の存在量に制限を与えることができた[7]。
可視光で発見された新星爆発の位置に対し、新星発見以前のMAXI/GSCデータを解析し、軟Ｘ線突発現象を探索した。
しかし、新星が多く発生する領域（銀河面内）は、近傍に明るいＸ線源が多数存在し、解析が困難である。
点源形状関数（Point Spread Function）を用いたフィットによって、光度曲線を作成するプログラムを開発した。ベイズ情報量基準を
用いたモデル選択により混入天体天体を選び出しながらフィットを行った。
2009年8月から2014年8月までに発見された可視光新星40天体に対して、火の玉期の軟Ｘ線閃光を探索した(2-4 keV)。
この期間に、新星爆発の火の玉期起源の有意な軟Ｘ線閃光は無かった（有意度は3σ以下）。
1.40 太陽質量以上の質量を持つ重量級白色矮星の存在量に制限を与えることができた。
新星の火の玉期のシミュレーションと本探索で得られたLuminosityの上限値を比較したところ、理論と矛盾しないことが分かった。
本研究で開発したPSF fit による光度曲線は、天球上のどの領域でも作成可能である。これまで天体が混雑しすぎて光度曲線の作成
をあきらめていた天体についても、光度曲線が作成可能になった。今後は、PSF fit による光度曲線を他の種類の天体についても作成
していく。
